
巻　頭　言
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最近／教育牧笛論議がとみに活溌になり。とくに教育制度、教師執育。

大学入試の方法等についての隨時教育審議会の審鏃内容をめぐ･つて、い

まだかつてなかった教育論議が巌開されています。

しかし制度その他がどのように変わろうと、教･斉内容と教育方法がそ

れによって大きな変化が引き恕されるとは考えられません、とくに教科

教育における教授・学暫の原理と具体的内容、方法の探求は、今まで通

り一貫して継続されるべきものと考えます。

本学会ｸ)金皿による研究括動はまさに算数・数学教育における絡恣的

惣題解決をめざして、一貫してきましたし。今後もそうであろうと招じ

ています、

もちろん、追求されるべき醵題や問題は固定したものばかりでなく、

むしろたえずより深い新しいものでなけれ=ぱなりません。

本学会には新進気鋭の会鼠が多くなり。従って水学会の活勤が益々活

溌になることが期椅されます､ことを召びたいと思います。
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